
２０２５年度 第１回 海外研修（フィリピン）の開催報告 
 
研修先：フィリピン共和国（ルソン島、ミンダナオ島） 
期 間：２０２５年６月１０日～１５日 
参加者：長岡伸剛、森光太郎、山田拓也、小野田尊、荒畑誠  計５名 
内 容：フィリピンにおけるＬＰガス容器検査の現状調査 
 

この度、アラハタＬＰＧコンサルティング様のご協力をいただき、２０２５年度１回目の海外研修を開

催し５名が参加しました。視察先は以下の通りです。 
 
●GOODWILL METAL CORPORATION（ルソン島） 
●Allied Metal Ventures Corporation（ミンダナオ島） 

 
【視察概要】 
フィリピンは大きく 3 つのグループ（地域）に別れていて、それぞれの使用エネルギーに違いがある。 
人口分布と人口に対するＬＰガスの普及率 

ルソン島グループ：62,196,942 人（全体の約 57.04％） ＬＰＧ普及率 80% 
ミンダナオ島グループ：26,252,442 人（全体の約 24.08％） ＬＰＧ普及率 30% 
ビサヤ諸島グループ：20,583,861 人（全体の約 18.88％） ＬＰＧ普及率 20% 

 
フィリピンにおける 2023 年の LPG（液化石油ガス）消費量は約 2,580,000 メトリックトンで、主に家庭

用、商業用、産業用、そして自動車用（オートガス）として利用されている。 
家庭用・商業用（調理・暖房など）が全体の約 92%、産業用は約 7%、自動車用は 1%未満。 
家庭や商業施設での調理や暖房用途が主で、特に都市部での需要が高まっている。 
 
現在、都市ガスのようなパイプライン供給は無く全て容器によるＬＰガス供給が行われているとのこと。 
ＬＰガス容器の本数は 2 千万～3 千万程度が市場に存在しているらしく 10kg 容器が多い。 
2021 年の共和国法発効に伴う高圧ガス関係の法律により約 300 万本の容器が不適切と判断され廃棄処理さ

れたため、国内での生産容器と中国からの輸入容器によりカバーされた。 
 
ＬＰガス容器の検査及び修理は PNS（Philippines National Standard）03-1:2020 ICS 23.020.30 及び PNS 
03-2:2020 ICS 23.020.30 に則って行われる。 
 
視察先の容器検査所について 
１日に約 1,000 本、月 30,000 本ほどの容器を検査又は修理をしているとのこと。 
検査料金は 10kg 容器 1 本当たり 200 ペソ～300 ペソ、スカート交換の場合は 600 ペソ追加 
 
●検査工程 
０１．充填所で容器の状態を判断して検査場に容器が搬入される。 
０２．検査所の判断により修理すべき容器と検査のみすべき容器に分ける。 

メールで所有者に結果を伝える。修理の内容はほとんどがスカート交換。 
０３．基本的に液体は残っていないが、残っている場合はコンプレッサーで移充填しガスは大気放出。 



０４．バルブ取り外し。 
０５．バルブは検査をして合格なら再使用、不合格ならプレスして容器所有者に返却。 
０６．水圧による非水筒式の耐圧試験。 
０７．ショットブラストと刻印。 ※日本メーカーの設備もあった。 
０８．塗装（ラッカー塗料により下塗りと上塗りの２回を手作業で行う） 
０９．バルブ取り付け。 
１０．空気による水没式の気密検査。 
１１．シルクスクリーンにより所有者名、検査日付、重量などをプリント。 
１２．出荷。 
 

●修理工程 
１．残ガス処理とバルブ取り外し後、スカートを溶接部分で取り外す。 
２．交換するスカートは検査所内で制作している。容器下部分も制作している。 
３．溶接工がアセチレン溶接で容器本体に取り付け。 
４．熱応力除去のため焼鈍（650 度で約 10 分間） 
５．検査工程の０６に戻る。 

 
視察後は容器検査所のオーナーから食事にお誘いいただきました。その中でミンダナオ島グループ、ビザヤ

諸島グループには今後ＬＰガス需要の大きな伸びが期待できる。容器検査所はフィリピン国内に 15 ヶ所～

18 ヶ所でまだ増やす必要があるとされている等のお話も伺い、今後は日本の容器検査事業者で有志を募り

具体的な事業参入を検討していくのも良いと思いました。 
以上を今回の報告とし、ご協力いただきました各方面の皆様に御礼申し上げるとともに、参加したメンバー

に感謝致します。ありがとうございました。 
 

全国高圧ガス容器検査協会青年部会 
顧問 山田 拓也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



  
       検査と修理の仕分け                 耐圧試験設備 
 
 

     
 ガス抜きとバルブ取外し      交換用の新品スカート       新しいスカートの溶接 
 
 

  
   溶接後の熱応力除去のための焼鈍炉            ショットブラスト設備 
 



  
      手塗用の塗装ブース               ２回の塗装を行った後 
 
 

  
      機密検査用の空気充填機            容器バルブの検査場所 
 
 

     
気密試験設備       シルクスクリーンペイント      日比容器検査所交流会 

 


